




































































５． 事業事前計画表（基本設計時） 
１．案件名 

グアテマラ国第 3 次地方浄水場改修計画 

２．要請の背景(協力の必要性・位置付け) 

グアテマラ共和国（以下、グ国と称す）では国民の生活環境改善のため、上水道の普及率向上を優先

課題と位置づけ、1981年には「飲料水供給と衛生の改善に関する10ヵ年計画」、1987年には「全国上下

水道整備マスタープラン」を策定してきた。また、2000 年に発足した前政権の開発計画「社会政策マトリ

ックス（2000～2004 年）」において、地方の上下水道分野の充実に高い優先度が与えられており、2004

年に発足した現ベルシエ政権でも引き続きこの分野を重視している。 

グ国の地方都市においては、主に水質の良い湧水や沢水を水道水源としてきたが、人口増加に伴い

河川水への転換が求められ、全国 25 箇所に浄水場が建設された。しかし、人口増に伴う施設能力不足

の顕在化、原水水質の悪化、施設の老朽化による処理能力の低下、水道水質の悪化などの問題に直

面している。 

実施機関である地方振興庁（以下、INFOM と称す）は上述した上位計画と課題を踏まえ、1996 年に

「地方浄水場改修アクションプラン」を策定し、ドナーの支援も得ながら緊急性の高い地方浄水場から順

次改修を開始した。改修対象 25 箇所のうち 13 箇所は我が国の 2 度にわたる無償資金協力により改修

され、9 箇所は他ドナーの支援により改修され、現在も順調な運転維持管理が行われている。同アクショ

ンプランは、残り 3 箇所の浄水場の改修を残すのみとなっており、グ国政府はアクションプラン達成を目

指して「第 3 次地方浄水場改修計画」を日本政府に対して要請してきたものである。 

上記の要請に対して、我が国は協力の必要性及び妥当性を確認するため、2005 年 8 月 27 日から調

査団を派遣した。要請のあった 3 箇所の浄水場は、サナラテ市(処理量 6,000m3/日、急速ろ過、人口

21,800 人)、サラマ市(処理量 2,100m3/日、緩速ろ過、人口 17,800 人)､カバーニャス市（処理量 1,000m3/

日、緩速ろ過、人口 7,200 人）である。いずれも建設後 40 年前後を経ており、施設の老朽化や装置の故

障により本来の機能を発揮していない。また、凝集沈澱やろ過が不十分であるため、安全な水道水質が

確保できておらず、浄水量も需要に追いついていない状況にあることが確認された。 

３．プロジェクト全体計画概要 

*下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動及び投入 

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

対象 3 市の住民に対してグ国の飲料水質基準を満たす安全な水道水が供給され、衛生環境が

改善される。 

（裨益対象：サナラテ市／裨益人口 25,000 人(2009 年推定)、サラマ市／裨益人口 20,300 人(2009

年推定)、カバーニャス市／7,900 人(2009 年推定)） 

（２） プロジェクト全体計画の成果(下線は本無償資金協力が直接関係する事項) 

① 対象 3 市の浄水場施設が改修される。 
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② 対象 3 市の浄水場の生産量が増加する。 

③ 対象 3 市の浄水処理後の水質が改善する。 

④ 対象 3 市の浄水場維持管理体制が整備される。 

 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 (下線は本無償資金協力が直接関係する事項) 

① 3 市の浄水場を改修する。 

② 浄水場の維持管理に必要な人員を配置する。 

③ 浄水場の維持管理用機材(濁度計・ベルトコンベア)を調達する。 

④ 上記機材を使用して、浄水場の維持管理活動を実施する。 

⑤ 浄水場の維持管理活動の技術指導を実施する。(ソフトコンポーネント) 

 

（４） 投入(インプット) 

① 日本側（＝本案件）：無償資金協力 6.41 億円 

② 相手国側 

・ 無償資金協力に対応する負担事項履行のために必要な経費 

・ 無償資金協力対象外の施設整備に対する他ドナーへの支援要請／自己資金による整備 

・ 浄水場の運転・維持管理に係る経費の確保及び人員の配置 

・ 水道料金改定案の策定及び改定の実施 

・ 将来的な水需要不足を賄うための水源確保 

・ 実施機関から各市に対する浄水場維持管理に関する技術的な助言 

 

（５） 実施体制 

実施機関 ： 地方振興庁 (INFOM) 

４．無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

グアテマラ国地方部 3 市(サナラテ市、サラマ市及びカバーニャス市) 

 

（２） 概要 

【サナラテ市】 

① 導水管及び付帯施設(仕切弁・排泥弁・空気弁等)の改修 

② 浄水場施設の改修 

③ 濁度計 1 台の調達 

【サラマ市】 

① 浄水場施設の改修 

② 濁度計 1 台及びベルトコンベア 4 台の調達 

【カバーニャス市】 

① 導水管及び付帯施設の改修(減圧水槽・排泥弁・空気弁等)の改修 

② 浄水場施設の改修 

③ 濁度計 1 台及びベルトコンベア 1 台の調達 
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（３） 相手国側負担事項 

① 建設用地の清掃、整地 

② 建設サイトまでのアクセスの確保、整備 

③ 建設サイトまでの送電線の引込みとトランスの設置 

④ 建設サイトにおけるフェンス、門扉、照明等の付帯工事 

⑤ 浄水場の緩速ろ過池管理用具の整備 

 

（４） 概算事業費 

概算事業費  6.43 億円（無償資金協力 6.41 億円、グ国側負担 0.02 億円） 

 

（５） 工期 

詳細設計･入札期間を含め約 19 ヶ月（予定） 

 

（６） 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

特になし。 

 

５．外部要因リスク 

国内の治安が悪化しない。 

自然災害による被害を受けない。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

「第 2 次地方浄水場改修計画」にて改修された浄水場からの教訓として、適正な運転維持管理に

は、定期的な水質(濁度)監視とデータ蓄積が重要であり、効率的なろ過砂の洗浄・補充はろ過池の

稼動時間の確保につながる。このため、取り扱いが容易で機械の校正が不要な比色板式濁度計を

各市に調達する。また、緩速ろ過を採用するサラマ市及びカバーニャス市に対しては、日本で一般

的に使用されるポータブルベルトコンベアを導入するとともに、緩速ろ過池における定期的な洗浄・

補充に必要となる洗砂場を確保し、効率的で確実な浄水場の維持管理を図る。 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に関わる提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

指 標 2005 年 計画年度（2009 年）

浄水場生産量 5,180m3/日 6,650m3/日 

ｻﾅﾗﾃ市 
浄水場処理水質(濁度) 

グ国基準を満足し

ない場合がある。 

グ国基準を常に満た

す。 

浄水場生産量 2,070m3/日 4,490m3/日 

ｻﾗﾏ市 
浄水場処理水質(濁度) 

グ国基準を満足し

ない場合がある。 

グ国基準を常に満た

す。 

浄水場生産量 1,040m3/日 1,560m3/日 

ｶﾊﾞｰﾆｬｽ市 
浄水場処理水質(濁度) 

グ国基準を満足し

ない場合がある。 

グ国基準を常に満た

す。 

                                  注) グ国基準：5NTU (比濁度計濁度単位) 

 

（２） その他の成果指標 

なし 

 

（３） 評価のタイミング 

計画目標年 2009 年以降(施設完工後 1 年経過後) 

 



6. 基本設計図 

 

サイト名 図面の名称 頁 

全体フローシート(改修前) A6-2 

浄水場現況図（改修前） A6-3 

全体フローシート(改修後) A6-4 

第 1 系統水位高低図(改修後) A6-5 

第 2 系統水位高低図(改修後) A6-6 

改修計画全体図 A6-7 

最初沈澱池平面図 A6-8 

第 1 系統平面図 A6-9 

第 1 系統断面図(1) 薬品沈澱池・急速ろ過池・配管 A6-10 

第 1 系統断面図(2) フロック形成池・配管 A6-11 

第 1 系統断面図(3) 薬品沈澱池・急速ろ過池・配管 A6-12 

第 1 系統断面図(4) 管理棟・配管 A6-13 

第 2 系統平面図 A6-14 

第 2 系統断面図(1) 薬品沈澱池・急速ろ過池 A6-15 

 
サナラテ浄水場 

第 2 系統断面図(2) フロック形成池・薬品沈澱池・急速ろ過池 A6-16 

全体フローシート(改修前) A6-17 

浄水場現況図(改修前)) A6-18 

全体フローシート(改修後 A6-19 

第 1 系統水位高低図(改修後) A6-20 

第 2 系統水位高低図(改修後) A6-21 

改修計画全体図 A6-22 

第 1 系統平面図・断面図 A6-23 

第 2 系統平面図・断面図(1) 普通沈澱池 A6-24 

第 2 系統平面図・断面図(2) 緩速ろ過池 A6-25 

 
サラマ浄水場 

第 2 系統平面図・断面図(3) 配水池・分配槽 A6-26 

全体フローシート(改修前) A6-27 

浄水場現況図(改修前) A6-28 

全体フローシート(改修後) A6-29 

水位高低図(改修後) A6-30 

改修計画全体図 A6-31 

普通沈澱池平面図・断面図 A6-32 

緩速ろ過池(第 1 系統)平面図・断面図 A6-33 

緩速ろ過池(第 2 系統)平面図・断面図 A6-34 

合流槽・洗砂場一般図 A6-35 

導水管布設計画図(1) A6-36 

 
カバーニャス浄水場

導水管布設計画図(2) A6-37 

その他 単線結線図・制御盤 A6-38 
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